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        例会                      例会                          休会    最終例会            休会 

本本本日日日のののプププロロログググラララムムム（（（666 月月月 111333 日日日）））   

佐々木副会長 

「これだけは知っておきたいロータリーの基礎」 

次次次回回回のののプププロロログググラララムムム（（（666 月月月２２２333 日日日）））   

最終夜間例会 19:00～21:00 

第１１１５回 ２０１８年６月６日 例会記録 

点  鐘 乗越会長  

国歌斉唱  ロータリーソング「四つのテスト」 

ビ ジ タ ー 紹 介 

（三 原）中間隆雄さん 

（竹 原）堀越賢二さん 

出 席 報 告 

 会員数 

名誉会員 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(6/6) 

27 

1 

21 

1 

1 3 

2 

84.00 

 

メイク 灰谷 

前々回 

(5/16) 

27 

1 

19 

 

4 4 

 

85.19 

メイク 灰谷・大下・川本・熊谷 

食 事 時 間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会 長 時 間 

来週 6月 12日（火）は、世界

が注目しています米朝首脳会談

が行われます。核兵器のない平和

な世界に、また日本にとっては拉

致問題の解決につながる大きな

一歩になる事を皆さんと共に期

待をしたいと思っています。  

国内では、森友、加計問題で非常に国会の方も揺れ

ていますが、我々国民にとってはしっかりとした法案、

事業を議論して頂いて、国民生活、日本の経済が安定

していくように取組をしていただきたいと願う所でご

ざいます。  

私は、地域の商工会のお世話をしている事を以前お

話しましたが、今年が役員改選の年（3年に 1回）で、

先般の総会で引き続いて 2期目をしなさいという事に

なりました。すでに皆様感じておられるように、河内、

豊栄、福富の地域は、少子高齢化、人口減少で非常に

厳しい環境の地で後継者不足も含めて会員さんの減少

が続いています。そうした中でも新たに起業された方

も少しずつ増えてきております。予算的に厳しい商工

会の中で、今年度も引き続き補助金の申請をし、何れ

も満額で採択をされました。しっかり事業に取り組ん

で私たちの地域の会員さんに、少しでも元気になって、

活力、体力をつけていただき新たに起業してくださる

方を迎え入れたいと頑張っていきたいと思っていま

す。そうした基礎基盤が出来れば、クラブへのメンバ

ーの勧誘も楽になっていくのではと思いながら、別の

立場で 3年間頑張りますのでよろしくお願いします。 



 

幹 事 報 告 

《配 布 物》週報1114号・職場体験受入記録集 

      ロータリーの友・ガバナー月信 

《回  覧》最終夜間例会出欠表 

       日時 2018年6月23日（土）19:00～ 

       場所 広島エアポートホテル 

      地区大会仮登録 

       日時 2018年10月19,20,21日 

      次年度記念日お花送付先チェック表   

卓 話 時 間 

 

「我がクラブをもっと知ろう」 

 

佐々木副会長 

私はこの 1年間に RLI(ロータ

リーのリーダーを育てる研究会)

に参加し、6月 10日の part3が最

後となります。朝から晩まで非常

に勉強が出来る機会を与えても

らって行っております。part1の時は非常に緊張しま

したが、part2は雰囲気がわかったので参加者の皆さ

んとざっくばらんにお話が出来ました。 

その中でリーダーの方が、広島空港 RCさんと言えば、

地区補助金頑張っていらっしゃいますね。ブルキナフ

ァソの支援について…。私は勉強不足で明確な事が話

せませんでした。 

来年度は 25周年を迎えますので、私たち入会の浅

い会員は、自分たちのクラブの事をもっと知ることは

必要だと感じ、今日は 3人の先輩方に広島空港 RCの

特色ともいえるそれぞれ演題を決めさせていただい

て卓話をお願いしました。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

 

「全国空港 RCフォーラムについて」 

 

 

森崎正治さん 

 

 

 

 

 広島空港ＲＣチャーターナイト 1994年 11月 3日の

時に、空港と名のつく４ＲＣ（名古屋空港 2名参加・

松本空港 4名参加・豊中ー大阪国際空港・大分空港） 

に案内状を送付したのがきっかけとなったようです。 

 全国の空港ＲＣが、空港を通じてクラブ間の情報交

換による発展と親睦を目的として、1996年に名古屋空

港 RCさんのお声掛けで第 1回が開催され、以来毎年持 

ち回りで行い、空港と地域のかかわり等考える機会を

与えてくれています。 

 参加者名簿を見て頂いたら私が一番多いのですが、

式典、観光も大変感動して第 7回目の佐賀からずっと

参加しております。広島空港 RCも 3回ホストをして

皆様に喜んでいただきました。観光はクラブ会員の少

ない所では負担となりますので、今では無理してしな

くてもよい事になっています。 

今年は旭川空港 RCさんが 9月 16日に開催されます

ので皆様も出来たら参加してください。ご夫婦で行か

れたら奥様も大変喜ばれると思います。勉強にもなり

ますし、各クラブ空港との関わり方など講演され、そ

れぞれの地域の事もよくわかりますので是非とも皆様

には参加して頂きたいと思います。 



 

 

「ブルキナファソ支援について」  楠部 滋さん 

 

ブルキナファソは西アフリカ内陸の小国です。南はコートジボワール、ガーナ

と接し、北はマリに接しています。60の民族の集まりで公用語はフランス語。首

都ワガドゥグーに唯一の空港があり、パリからジェットで 7 時間。首都から西へ

３６３㎞のところにボボディウラッソという古い町があり、ここに日本人女性 

黒田小夜子さんの始めた栄養失調児回復センターがあります。 

黒田さんは東広島市高屋町小谷の出身。広大の看護学校を卒業され、助産師

の免許をとる為に東京に出て、そこでカトリックのフランシスコ修道会に入り、

シスターになられました。修道会からブルキナファソのボボディウラッソの国

立病院に小児科の看護師として派遣されました。そこでは栄養失調が一番の問

題で、隣の国のマリへ行って栄養失調児をなおす治療法を勉強し、多くの子ど

もを治しました。しかし治って帰っても又すぐに入院して来たり、帰したら死

んだりしたので家庭訪問してみたところ、貧困が問題であることに気付きました。病

院を定年退職してから、仮小屋で母親と栄養失調児の世話を始め、2001年についに栄

養失調児回復センターを創設されました。 

その後農場を作って母と栄養失調児を社会人として暮らせるような大規模なシステ

ムを作り上げたのです。 

 

黒田さんは会員の近藤さんのお知り合いだったので、2002年 10月と 2006年 4月の 2回、休暇で日本に帰っ

ておられた黒田さんに、広島空港ロータリークラブで卓話をしてもらいました。それを聴いて私たちのクラブ

が「本気で支援しよう」という事になったのです。2006年に当りクラブから、黒田さんが将来医者にしたいと

言っておられた子供の教育資金を送り、三原ＲＣから更に 2人分の教育資金、瀬戸田ＲＣから 5万円、尾道東

ＲＣから 10万円というように浄財が集まってきました。 

そして、私が会長をさせてもらっ

た 2007～2008年度には、ついにマッ

チンググラントというロータリー財

団の制度を使って、グループ９全ク

ラブの力で農業用三菱トラック購入

資金の半分（残りの半分はカトリッ

クの財団が負担←これがセンター自

己資金 20,000ドルにあたります）と

マラリア治療資材 1年分を送ることができました。ブルキナファソのボボディウラッソＲＣが 100ドルを負担、

グループ 9が 3,060ドル、2710地区のＤＤＦ12,230ドル、これらに対してロータリー財団がマッチンググラン

トを出してくれたので実現できたのです。2008年 10月 18日に現地で贈呈式が行われました。 

そしてその後、尾道東 RC の写真家 村上宏治さんが現地

まで出向いて、ボボディウラッソＲＣとバナーを交換した

り、栄養失調児回復センターを訪ねて、特製のＴシャツやサ

ッカーボールを届けてくださいました。 

そして翌年当クラブの松本ガバナー補佐年度のＩＭで村上

宏治さんが写真展を開いて、講演をしてくださいました。 

私たちのクラブはチャリティーバザーの売上を 10年間に亘って活

動資金として教育資金などに充てて支援を続けたわけです。 

黒田さんはその後パキスタンに転勤が決まり、後任に決まったサロ

メさんを連れて日本に帰ってこられ、三原ＲＣや総合技術高校で講演

をしてくださいました。 



このマッチンググラントを通して、私たちはフランス語の言葉の壁に悩まされましたが、瀬戸田ＲＣの会員

さんが紹介してくださった 3か国の出来るカナダ人のダニエルさん、海外青年協力隊の古川さんの協力など、

いろいろ「ロータリーの底力」を学ばせていただきガバナー特別賞も当クラブにいただくことができました。

ロータリークラブとして成長が出来たと思います。 

ロータリークラブは、美味しいものを食べて、異業種が親交を深めて視野を広げる社交の場であることが出

発点でありますが、国際ロータリー組織の一員であり、世界中に仲間がいる巨大な組織です。皆さんの会費の

一部や、ポールハリスフェローの積立、ベネファクターの寄付などロータリー財団に対する貢献は世界の役に

立っているのです。例会に出席して楽しみながら自動的に世界に貢献している誇らしい組織の一員であること

を意識したいと思います。2710地区のロータリアンがロータリー財団におさめたお金は 3年間財団が運用して、

3 年後におさめた半分がＤＤＦとして地区に返されます。私達のクラブが毎年もらっている地区補助金や私た

ちのブルキナファソ支援などの国際奉仕資金は、この返ってきた資金の中から支出されているのだと思います。

改めてロータリークラブは素晴らしい組織だと私は思います。 

 

 

 

「地区補助金について」 鶴田幸彦さん 

 

私は 2003年に入会しましたので、ちょうどブルキナファソ支援の真っただ中だ 

ったと思います。 

地区補助金の話をするには、ロータリー財団の事から説明させていただきます。 

国際ロータリーとは別個独立した「非営利法人」 

                                         運営資金 

                                           年次寄付１人当たり１５０ドル以上 

                                           ポリオプラス１人当たり１５ドル以上 

 

                                        「人道的かつ教育目的、または 1954年 

                                         国内歳入法第 501項（ｃ）（３）もしくは以 

                                          後の連邦租税法の関連規定に定めら 

                                           れ、かつ法人会員の承認した他の 

                                              目的と目標のためにのみ組織 

                                               され、常に運営されるものと 

                                                 する。」（設立定款） 

 

 

 

 

 

人道的支援              ６つの重点分野          財団と戦略組織が合同立案 

（補助額 10～30万円 1/2負担）   （30,000 ﾄﾞﾙ以上のプロジェクト）        （資金額指定なし） 

ＤＤＦ（地区財団活動資金）    ＤＤＦとＷＦ（国際財団活動資金）   ＷＦと戦略組織から１００％資金 

（年次基金と恒久基金投資収益）  から地区が窓口となりクラブへ支給 

から地区が窓口となりクラブへ支給 

 

「ロータリー財団とは何か」。ロータリー財団とは、寄付金を受領し、これを各ロータリクラブ及び各地区が実行する人道

的・教育的活動のため配分する「非営利法人」であり、国際ロータリとは別個独立した「チャリティー団体」であります。 

 したがいまして、「ロータリー財団」は、人道的・教育的目的のためにのみ運営されるのが目的で、その使命は、ロータリ

アンが健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるよう

にすることであります。 

ロータリー財団 

地区補助金 グローバル補助金 ﾊﾟｯｹｰｼﾞｸﾞﾗﾝﾄ等 



 地区ロータリー財団部門は、ロータリー財団の使命に沿った地区補助金、６つの重点分野（平和と紛争予防・紛争解

決、疾病予防と治療、水と衛生、母子の健康、基本的教育と識字率向上、経済と地域社会の発展）を支援するグローバ

ル補助金、パッケージグラントなど、補助金を立案実施する各クラブをサポートし、クラブの活性とロータリー財団への理

解を深めることが、基本方針です。 

  

ロータリー財団は、ロータリアンが寄付をし、ロータリアンが使う財団です。 

ロータリアンが使わなければ免税措置は受けられなくなりますので、有効に使わなければいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


